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1.　生活におい ていろいろ のし きたりが大きな影響を

およぼし てい るこ とは，明 らかで ある。 とくに家庭 は古

いし きたりが比較的多 く伝えられ るところ といえ る。 そ

れらのし きた りの中で，い わゆる迷信俗信的な ものは，

現 在におい ても無視し えぬ力 を持 ってい ると考え られる

ので， その実態を調査し，生活をいとなむ上で の参考に

資 せんとする。

2･　愛 知県下の臨海 の一町村を えらんで， その住民 に

ついて アンケート法により，い ろいろの迷信，俗信とい

われてい るものについ ての態度 をし らべ，それを性別，

年齢別，学歴別，宗 教別等に分けて集 計分析し た。本報

告では時間 の関係上，そ のう ちの男女 のちがい を中心 と

し てし らべた結果に限っ た。

3.　一般的 に女性は男性よ り迷信に対し，否定的態度

が少 ない とい う傾向が見られる。特に50歳以上 の女性は

否定率 が少 ない が， それは必ずし も積 極的肯定串 が高い

とい う結果 になってあらわれてはいない。それらについ

で問題別，年 齢別に分析し た結果 や肯定や否定 の中間 の

「半肯定 」や「 わからない」等の項目にあらわれた比率

を照合しつつ 述べる。


